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９
月

28
日(

木)

ロ
ー
ド
ビ
ル
大

会
議
室
で
、
広
島
自
治
労
連
「
秋
の

組
織
集
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
５
人
か
ら
報
告
が
あ

り
、
一
人
目
は
組
織
部
の
小
川
さ
ん

が
、
広
島
自
治
労
連
が
作
成
し
た

「
組
織
拡
大
リ
ー
フ
」
の
活
用
と
組

合
の
在
り
方
を
。 

 

二
人
目
の
大
内
さ
ん
は
、
嘱
託
連

絡
会
が
法
律
や
制
度
の
変
更
と
い
う

追
い
風
を
生
か
し
、
嘱
託
職
員
の
待

遇
改
善
へ
繋
げ
て
き
た
経
緯
を
。
三

人
目
は
広
島
市
事
業
団
労
組
の
鈴
木

書
記
長
が
公
設
の
福
祉
事
業
団
施
設

の
制
度
改
正
、
指
定
管
理
者
制
度
の

問
題
点
と
闘
い
の
歴
史
を
。 

 

四
人
目
は
広
島
市
職
労
の
木
下
書

記
長
が
今
年
の
人
事
院
勧
告
に
の
説

明
を
。
最
後
は
広
島
市
留
守
家
庭
労

組
の
伊
藤
さ
ん
が
、
高
い
組
織
率
を

可
能
に
し
た
組
合
説
明
や
組
織
拡
大

に
つ
い
て
実
践
例
、
学
習
な
ど
様
々

な
報
告
が
行
わ
れ
、
後
半
の
質
疑
応

答
で
は
組
合
組
織
の
在
り
方
や
組
合

加
入
に
関
し
て
意
見
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

集
会
最
後
の
行
動
提
起
で
は
、
単

組
で
目
標
を
設
定
し
、
増
勢
の
実
現

へ
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

 

集
会
を
通
し
て
組
織
拡
大
に
大
事

な
こ
と
を
学
び
、
自
治
労
連
本
部
が

提
唱
し
て
い
る
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン

(

つ
な
が
る 

つ
づ
け
る 

た
ち
あ

が
る)

の
精
神
を
大
切
に
し
て
、
各

単
組
が
こ
れ
か
ら
組
合
員
増
勢
に
向

か
う
た
め
に
思
い
を
一
つ
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
集
会
で
し
た
。 

 

10
月
４
日(

水)

、
広
島
自
治
労
連
連

続
学
習
会
の
３
回
目
が
広
島
自
治
労
連

会
議
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
下
関
市
立
大
学
教
授
の
関

野
秀
明
さ
ん
を
迎
え
、
「
新
し
い
平

和
・
福
祉
国
家
構
想
と
公
共
部
門
の
役

割
」
と
題
し
て
学
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

学
習
会
で
は
、
労
働
条
件
の
改
善
と

社
会
保
障
の
充
実
が
相
互
補
完
の
関
係

に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
量
的
に
も
質
的

に
も
脆
弱
で
あ
る
日
本
の
社
会
保
障

が
、
ど
ん
な
ブ
ラ
ッ
ク
な
仕
事
で
も
受

け
入
れ
て
働
か
ざ
る
を
え
な
い
原
因
を

作
り
上
げ
て
い
る
と
学
び
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
基
盤
と
な
る
べ
き
社
会
保
障

の
財
源
で
は
、
日
本
は
欧
州
の
福
祉
国

家
と
比
べ
、
食
料
品
な
ど
日
常
的
負
担

部
分
の
課
税
を
重
く
し
て
い
る
も
の
の

税
収
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
、
そ
れ
を
打
開
す
る
に
は
大
企
業
や

富
裕
層
へ
の
減
税
・
優
遇
措
置
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。 

 

誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
活
し
働
く
た

め
に
は
、
所
得
を
分
配
し
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
今
後
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
、
学
び
あ
い
ま
し
た
。 

 

国
連
が
定
め
た
９
月

26
日
の
核
兵
器
全
面
廃
絶

国
際
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
八
丁
堀
福
屋
前
に
お
い
て

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

求
め
る
署
名
」
の
街
頭
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。
原
水
協
の

神
部
泰
代
表
理
事
は
、
「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
続
く
な
か
、
核
兵
器
の

使
用
が
現
実
に
行
わ
れ
と
し

て
い
る
緊
迫
し
た
情
勢
に
直

面
し
て
い
る
」
「
核
抑
止
で

は
な
く
、
核
廃
絶
に
向
け
て

被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
声
を

あ
げ
て
い
こ
う
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。   

 

広
島
自
治
労
連
か
ら
も
参

加
し
、
通
行
人
に
対
し
て
署

名
を
呼
び
か
け
る
と
、
多
く

の
方
々
が
足
を
止
め
署
名
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

核
武
装
で
は
な
く
話
し
合

い
で
創
る
平
和
な
世
界
を
求

め
て
、
今
後
も
活
動
し
て
い

き
ま
す
。 

広島自治労連 秋の組織集会で 

組織拡大の取り組みを紹介する様子 

組
合
員
増
勢
に
向
け
行
動
を
！ 

講演に熱心に耳を傾ける参加者 

今
の
日
本
の
課
題
と
は
？ 

広島自治労連 連続学習会③ 

署名活動の様子 

一
筆
で
も
多
い
署
名
で
要
求
実
現
を
！ 

会計年度任用職員用は 

11月6日、広島自治労連必着で！ 

外郭団体職員用は 

11月17日、広島自治労連必着で！ 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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２
０
２
３
年
７
月
、
広

島
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
中
央
図
書
館
等
移
転
に

つ
い
て
基
本
設
計
」
を
公

表
し
ま
し
た
が
、
公
共
図

書
館
を
想
定
し
た
設
計
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
ま

ま
設
計
が
行
わ
れ
る
と
、

さ
ら
に
改
修
が
必
要
に
な

る
の
で
は
と
不
安
に
陥
り

ま
す
。 

 

例
え
ば
、
●
中
央
部
の

巨
大
な
吹
き
抜
け
と
図
書

館
と
の
整
合
性 

●
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
駆
動
音
対

策 

●
「
窓
」
の
新
設
に

伴
う
「
西
日
」
対
策 

●

映
像
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
映
写
ホ
ー
ル
と
ス
ク

リ
ー
ン
ま
で
の
距
離
や
、

35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
映

写
が
で
き
る
の
か
等
多
数

あ
り
ま
す
。 

以
上
か
ら
私
た
ち
は
、

「
中
央
図
書
館
等
の
基
本

設
計
及
び
エ
ー
ル
エ
ー
ル

Ａ
館
へ
の
移
転
を
撤
回

し
、
再
検
討
を
求
め
」
請

願
し
ま
し
た
。 

こ
の
９
月
議
会
で
は
、

さ
ら
に
、
エ
ー
ル
エ
ー
ル

Ａ
館
の
不
動
産
取
得
費
が

従
来
の

62
億
円
か
ら
72

億
円
に
膨
れ
上
が
る
こ
と

が
公
表
さ
れ
、
加
え
て
７

階
の
閉
架
書
庫
は
賃
貸
に

な
る
が
（
将
来
的
に
は
買

い
取
る
予
定
）
、
そ
の
賃

貸
料
も
不
明
で
あ
る
と
。 

浅
野
文
庫
は
持
ち
主
と

の
協
議
が
進
ま
な
い
た

め
、
当
面
は
現
在
地
の
中

央
図
書
館
で
維
持
管
理
を

続
け
る
等
、
ず
さ
ん
そ
の

も
の
で
す 

私
た
ち
は
、
エ
ー
ル

エ
ー
ル
Ａ
館
へ
の
移
転
あ

り
き
で
強
行
さ
れ
て
い
る

問
題
点
を
、
引
き
続
き
街

頭
か
ら
市
民
に
訴
え
ま

す
。 広

島
市
民
の
財
産
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
全
世
界

に
「
核
兵
器
廃
絶
」
を
訴

え
る
貴
重
な
書
籍
や
映
像

は
、
そ
の
価
値
に
ふ
さ
わ

し
い
現
在
地
も
し
く
は
中

央
公
園
内
で
の
建
替
え
ら

れ
る
べ
き
で
す
。 

 

第
68
回
は
た
ら
く
女
性
の

中
央
集
会
が
、

10
月
７
日

（
土
）
８
日
（
日
）
開
催
さ

れ
、
２
日
間
で
約
１
０
０
０

名
が
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。 

 

７
日
の
全
体
会
の
記
念
対

談
で
は
、
「
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
～
平
和
憲
法
と
民
主

主
義
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
青
木
理
さ
ん
と

全
労
連
議
長
の
小
畑
雅
子
さ

ん
が
対
談
さ
れ
ま
し
た
。 

 

青
木
さ
ん
は
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
民
主
主
義
を
与

え
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
今

は
政
権
交
代
も
起
こ
り
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
政
治
の
淀
み
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ま
と
も
な
批
判
が

で
き
る
「
公
共
財
」
と
し
て

の
メ
デ
ィ
ア
を
社
会
で
育
て

る
必
要
性
を
主
張
さ
れ
ま
し

た
。
そ

し

て
、
政

治
・
経

済
・
社
会
的
強
者
に
お
か
し

い
こ
と
を
お
か
し
い
と
言
え

る
国
家
ほ
ど
健
全
化
す
る
。

「
諦
め
ず
に
声
を
あ
げ
続
け

て
く
だ
さ
い
。
あ
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。 

  

 

小
畑
さ
ん
は
「
ジ
ェ
ン

ダ

ー

平
等
」
に
つ

い
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
社
会
的
・

文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
差

な
の
で
、
つ
く
ら
れ
た
も
の

は
、
つ
く
り
な
お
せ
る
、
と

主
張
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

集
会
後
半
は
全
国
の
争
議

団
が
登
壇
。
広
島
か
ら
は

「
故 

後
河
内
麻
季
先
生
労
災

認
定
裁
判
」
原
告
で
麻
季
さ

ん
の
ご
両
親
が
、
全
国
の
仲

間
に
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。 

ま
と
も
な
批
判
が
で
き
る

メ
デ
ィ
ア
を
育
て
よ
う 

つ
く
ら
れ
た
も
の
は
、

つ
く
り
な
お
せ
る 

写真左・青木さん、

右・小畑さん 

９
月
15

日
、
広
島
市
議
会

前
宣
伝
行
動
参
加
者 

不
誠
実
で
強
行
な
移

転
計
画
は
撤
回
せ
よ 

移
転
基
本
設
計
の
問

題
点 

 

                  

 

 日頃は自治労連共済にご理解、ご協力いただ

きありがとうございます。 

 今年も「火災共済」の満期継続の時期となり

ました。 

 ご加入者様には継続書類を随時、お届けして

います。内容をご確認のうえ、ご返送をよろし

くお願いいたします。 

 「風水害特約」についてのご案内文書を同封

していますのでご覧ください。 

広
島
自
治
労
連
は
、
９

月
30
日
、
ア
ス
テ
ー
ル
プ

ラ
ザ
で
、
「
２
０
２
３
自

治
体
・
関
連
職
場
で
働
く

臨
時
・
パ
ー
ト
・
嘱
託
・

会
計
年
度
任
用
職
員
学
習

総
決
起
集
会
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
開
催
し
、
40

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
最
低

賃
金
引
き
上
げ
で
時
給
１

５
０
０
円
以
上
を
当
た
り

前
に
し
よ
う
」
と
掲
げ
、

広
島
合
同
労
組
書
記
長
の

門
田
勇
人
さ
ん
を
講
師
に

「
誰
も
が
生
活
で
き
る
賃

金
へ
」
の
テ
ー
マ
で
学
び

ま
し
た
。 

 

門
田
さ
ん
は
、
「
何
の

た
め
に
働
い
て
い
る
の

か
？
」
「
な
ぜ
賃
金
を
上

げ
た
い
の
か
？
」
等
、
質

問
し
な
が
ら
賃
金
の
本
質

に
迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
公
務
・
民

間
の
賃
金
決
定
方
法
、
最

低
賃
金
（
以
下
、
最
賃
）

が
賃
金
に
与
え
る
影
響
、

国
際
的
に

日
本
の
最

賃
の
低
さ

を
解
説
し

ま
し
た
。 

 

現
在
、

地
域
で
最
賃
に
差
が
あ

り
、
年
収
ベ
ー
ス
で
東
京

と
岩
手
県
で
は
39
万
円
の

差
が
あ
り
、
人
口
流
出
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。 

 

現
在
、
国
会
で
は
超
党

派
で
最
賃
全
国
一
律
制
の

世
論
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
「
民
間
も
公
務
も
最

賃
１
５
０
０
円
以
上
に
」

の
運
動
を
よ
り
強
固
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

広
島
自
治
労
連
嘱
託
連

絡
会
の
平
松
代
表
（
広
島 

自
治
労
連
執
行
委
員
長
） 

 

が
、
秋
闘
勝
利
に
向
け
て

行
動
提
起
●
団
結
署
名
を

一
筆
で
も
多
く
集
め
よ
う

●
カ
ラ
ー
ふ
せ
ん
に
書
く

「
私
の
一
言
要
求
」
を
集

め
、
交
渉
に
の
ぞ
も
う
●

組
合
未
加
入
者
に
加
入
を

呼
び
か
け
よ
う
、
等
と
訴

え
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

★
最
賃
時
給
１
５
０

０
円
以
上
を
当
た
り

前
に 

★
国
会
議
員
も
「
最

賃
全
国
一
律
制
」
の

議
論
を
す
す
め
る 

門田勇人講師 

会
場
参
加
者
で
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
」 

行動提起する平松代表 

２０２３自治体・関連職場で働く 

臨時・パート・嘱託・会計年度任用職員学習総決起集

～
最
低
賃
金
時
給
は
１
５
０
０
円
以
上
を
当
た
り
前
に
～ 

■ 守れ！国民のくらし、いのち、平和 

 11・3県民大集会2023 
 

■ 第18回ひろしま給食まつり 
 

中
央
図
書
館
等

移
転
に
つ
い
て 


